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令和 8年度 第 10 回活動報告
実施日 令和８年 7月 11 日（土)
参加総数 28 名

梅雨明けの強烈な日差しが照りつけるなか、別所駐車場にはたくさん
の人が集まってきました。常連の方々のなかに、新規の方も 9 名おられ
ます。駐車場でラジオ体操、屈伸、アキ
レス腱のストレッチをした後、直心庵に
移動。清掃の装備を調えて、9：23 出発
です。
今までにない暑さで、さっそく汗が流

れます。10：45 中岳の休憩所に到着。木
陰で昼食の後、現地へ向かいます。
仮置き場を見ると、土のう袋はすべて降ろされていました。多くの方

々の善意を感じます。
現地は思ったより涼しく、気温

は 24 度、時折いい風がそよぎます。
空き缶や空き瓶、ビニール袋の断層
を熊手で崩していきます。

プロジェクトメンバーから「ス
ーパーボランティア」と呼ばれ
ているＴさんが、スコップを持って断層を切り崩すと、足もとにはたち
まち廃棄物の山が。
すごい勢いに回収が追いつきません！さすがです。
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このゴミの山を可燃･不燃に分別してリサイクル袋
へ詰めていきます。あっという間に袋は満杯に。
13 時、作業終了。リレーラインを作って仮置き場

に搬送です。今日は 91 袋が積み上がりました。

【ゴミの断面】

夏空の下で記念写真。皆さん爽やかないいお顔です。

13:45、それぞれ体力に応じたゴミを担いで下山開始。下るにつれて
気温が上がり、いつのまにか衣服は汗だらけに。15:30 までには全員が
無事に下山しました。
本日降ろした 20 個ほどの土のう袋は、翌日には一般の登山の方々に

よって 60 個にも及びました。
12 日日曜日の午後、英彦山在住の方々によって、土のう袋からリサ

イクル袋を引き出して回収場所に積み上げる作業が行われました。
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炎天下の作業、本当にお疲れさまでした。

現在までの協力者延べ人数 365 人

回収したゴミの重量 4,375 ｋｇ

多くの皆様のおかげで、徐々にではありますが、美しい土地が増えて
います。今後ともご協力の程をお願いいたします。

この山頂美化プロジェクトの「かたち」です。

山頂に登っての空き缶やビンの回収…Ａ

一般登山者による荷下ろしの協力…Ｂ

英彦山在住の方々による分別作業…Ｃ

添田町による回収と処分…Ｄ

このＡからＤの四つの歯車がスムーズに回って初めて山頂の美化が達成
されます。そのどれが欠けてもプロジェクトはうまく機能しません。

それぞれに関わる人々の顔ぶれは違いますが、どの関わりも大切で貴
重なものであります。
関わって下さった方々に厚く御礼申し上げます。

なお、7 月第四土曜日と 8 月第二土曜日は

酷暑が予想されるため活動は休止します。

次回の活動は 8 月 22 日土曜日です
今後ともよろしくお願いいたします。


